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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
高度約 60km から 500km の領域に存在する電離層では、地球磁場の存在のもと、電離層プ

ラズマと電気的に中性な大気運動（中性風）が相互作用することにより電離層電流が駆動され

ている。地球磁場や電離層プラズマの変動に加え、種々の要因により下層大気中で生成された

様々な時間空間スケールを持つ大気波動が熱圏に伝播することで生じる中性風変動も、電離層

電流系の変動に大きな影響を与える可能性が示唆されている。その中で、高度90kmから130km
付近に存在する電離層 E 領域において観測される、昼側磁気赤道近傍に流れる強い東向き帯状

電流である赤道ジェット電流（EEJ）と、太陽活動の静穏時に観測される一日周期の規則的な

地磁気変動である静穏時地磁気日変化（Sq）には、下層大気から伝播してきた大気熱潮汐がそ

の形成に大きく関わっていると考えられており、EEJやSqの変動特性を明らかにすることは、

大気の力学的上下結合、及び中性大気と電離圏大気の結合過程の解明にとって極めて重要な意

義を持つ。 
そこで本研究では、磁気赤道帯に沿って経度方向に広く分布する多点地上磁場観測網データ

から赤道ジェット電流指数（EUEL 指数）を計算し、独自に EEJ 電流成分 と Sq 電流成分の

定量化を行い、それらの値を基に EEJ 変動の諸特性や EEJ 変動と Sq 変動の相関を調べ、以

下の成果を得た： 
(1) EEJ の太陽活動依存性について、太陽活動の指標である波長 10.7cm 太陽電波強度（F10.7）

と正の相関を持って同期する、周期約 24 日と約 28 日の EEJ 強度変動成分を見出した。 
(2) EEJ の季節依存性について、春分・秋分時に極大、6 月の至日付近に極小を持つ、明確な半

年周期変動の存在を明らかにした。 
(3) EEJ の経度依存性について、EEJ 強度が南米付近で最大となり、インド付近で最小となる

ことを示した。 
(4) EEJとSqの緯度依存性を補正し磁気赤道直下における強度に規格化した上で両者の相関解

析を行ったところ、東南アジア域では弱い正の相関、南米域やインド域では弱い負の相関を

示すことを見出した。 
(5) 上記(4)の相関については、観測地点の南北半球依存性や太陽活動度依存性が見られないこ

とを明らかにした。 
(6) 磁気赤道に沿って分布する、南米、西アフリカ、東アフリカ、インド、東南アジア西部、



東南アジア東部の 6 観測点における同時観測データを用いて、地方時と経度に関する EEJ
強度の経験モデルを構築した。EEJ の観測値とモデル推定値のパターンは概ね一致し、強度

差は 15nT 以内に収まっているが、観測値に見られる大きな日々変化の影響により西アフリ

カ域とインド域で差異が拡大することを示した。 
以上の結果、EEJ 変動の太陽活動、季節、経度依存性を明らかにするとともに、EEJ 変動

と Sq 変動の相関を、アジア、インド、アフリカ、アメリカそれぞれの経度帯において求め

たもので、超高層大気物理学分野における価値ある業績であるとともに、今後の大気の力学

的上下結合、及び中性大気と電離圏大気の結合過程の解明にもつながるものと判断される。

よって、本研究者は博士（理学）の学位を受ける資格があるものと認める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


